
健康で勤労にはげむ明 るい町にいたしましょう。(町民憲章より)

園

也、

ねばりと根性の耐久レース
rガンパ yテ- J と沿道町田T11， 

から 't.kんなJ!itょを~けながら力走
する ~I::. f，1~と「教え f たちには nけ
句れん」と 7 イベース円近江先生

(6 1 ，;~ ) は!J.!.とりむ斡〈エソサカ
ホイホイ 。(:LFCO

恰山北川校のf"統行 1・の 「耐久
レース」が 6月21日行わ札、国道

沿は新人向熱気でい っぱいだ。こ

のレースはねばり姐l さ、十Htlを長

お示 ー と何年十i'hilており、今午

で 41"113 。リJ{はo'tj去か片桐tllJjffiJ

役場i-l:i恒町24~ a、 U.: Jは?l宜か句

今-:'þ-駅 liíiU:1Uの 1 5\u を 'J~Jιするも
ので、全校 '1従 760人がii:，を食い

し1%って他即討をl1Aいあいま Lた。

(タイム 1I時/:¥J38ぅt45fj，-)ー
(タイム 1叫)l1'l14分 16秒)
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。
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
国
印
負

担
金
補
助
金
還
付
金
主
ど
二
百
万
円
が

追
加
さ
れ
総
額
三
位
四
千
百
六
イ
一二
万

二
千
円
に
、
国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は

医
療
用
備
品
服
入
貨
な
ど
百
四
十
八
万

三
一
干
円
が
追
加
さ
れ
資
本
的
支
出
総
額

は
九
百
二
十
E
万
一
千
円
に
、
間
い
判
ホ

道
会
計
で
は
、
水
町
検
査
手
数
料
な
ど

丘
l
六
万
七
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
傾

七
千
百
九
十
五
万
円
に
な
り
ま
し
と
。

。
町
鞍
員
の
育
児
体
業
に
係
る
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

医
療
胞
設
、
社
会
初
祉
施
設
の
祈
滋

刷
、
保
母
及
び
女
子
教
的
H
同
川
口
等
の
有

児
休
荒
に
必
要
な
市
中
而
引
を
定
め
ま
し
み
「
も

〈〉
専
決
処
分
の
報
告

昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
う
ち
災
害
復
旧
事
業
債
に
百
十
万
円

が
追
加
さ
れ
予
算
総
額
は
十
八
億
六
千
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〆
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1
J

定
例
川
市
川
会
で
町
政
に
片
に
推
進
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
基
幹
町
本
町
)
が
再
び
推
前
川
さ
れ
ま
し
た
。

一間

一

し

て

一
品
目
か
ら

一
般
質
問
村
近
の
巡
の
代
行
事
業
、
克
主
管
刷
出
セ

.
委
員
会
審
査
報
告
.

首

一
が
あ
り
、
町
長
が
川
容
し
ま
ン
タ
I
護

室

、

小

中

話

Z
Q
定
例
町
議
会
に
お
い
て
総
務
常
任
委

辰
一

し
と
ロ

住
宅
の
建
設
主
、
現
引
い
対
策
室
、

U
会
か
ら
所
事
務
制
査
の
結
謀
、
次

一
一
一

O
特
別
聾
雪
地
帯
の
指
定
に

除
雪
山
崎
の
瑚
人
な
ど
に
つ
い
て
、
図
臨
の
よ
う
な
意
見
げ
が
報
告
ど
お
り
決
定
さ

「
し

よ
る
町
の
政
策
と
方
向
は

補
助
金
の
補
助
曜
の
か
さ
J
げ

な

ど

、

れ

ま

し

た
。

H
向車市叩
I

地
借
対
策
特
別
措
出
法
に
基
づ
財
源
的
訟
の
而
か
一
」
つ
も
非
叫
に
有
利
に
マ
絹
川
地
区
水
泳
プ

l
ル
投
世
の
陳
情

き
、
本
年
四
月
九
日
に
国
土
斤
か
』
?
今
寺
る
占
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
十
分
は
、
全
町
的
に
検
対
す
べ
き
も
の
と
し

金
町
が
新
た
に
指
定
を
受
け
た
。
今
回
本
制
度
の
迎
用
を
閃
り
な
が
ら
、

附
係

て
、
そ
の
趣
旨
を
探
択
し
、
本
町
の
学

指
定
を
受
け
た
の
は
、
岩
内
町
・
枝
幸
機
関
と
述
携
を
密
に
し
て
施
行
し
て
い
校
プ

1
ル
建
設
に
つ
い
て
制
極
的
に
験

町
洞
爺
村
の
凶
カ
町
村
で
、
こ
の
特
主
ら
に
い
。

対
さ
れ
た
い
。
な
お
、
当
面
の
対
策
と

別
恋
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、
各

O
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

し
て
今
小
プ
1
ル
の
全
町
的
高
度
利
用

省
庁
に
お
い
て
も
雪
害
対
策
が
航
極
的
任
期
満
了
に
甘
い
石
升
照
子

さ

ん

(

討

困

を

推
進
さ
れ
た
い
。

く竺竺三

一
般
会
計

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 . 

第
三
固
定
例
町
議
会

は
、
六
月
二
十
四
、

一一

十
五
日
の
二
円
問
聞
か
れ
、
補
正

予
算
、
条
例
制
定
な
ど
議
案
」
l

一

件
を
醇
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
か
ら
今
年
度
各
市

監
の
進
捗
状
況
な
と
の
行
政
版
作

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
治
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

/
f
 

億
七
千
四
百
万
円
を
追
加

。

一
般
会
計
補
正
予
算

蔵
入
脱
出
そ
れ
ぞ
れ

一
位
七
千
四
百

六
十
九
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
干
算

総
州
聞
は
十
八
位
八
千
九
百
四
十
七
万
二

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
今
金
農
協

の
同
鈴
腎
貯
蔵
セ
ノ
タ
l
建
設
に
伴
な

フ
段
濃
川
造
改
評
事
業
補
助
に

一
位
丘

J
1
九
万
三
千
円
、
道
路
改
良
舗
装
工
取

と
し
て
高
校
線
六
百
三
十
日
、
御
影
線

三
百
二
十
M
、
豊
寿
図
的
制
二
百
五
十
目

の
工
事
政
に
五
干
二
百
八
十

-ι~ぺ訓

六
万
三
千
円
、
鈴
岡
会
館
建

ヲ

ヨ

e
v
-

司
、
一

築
工
事
貨
に
九
百
八
十

一
万

、

円
、
同
備
品
購
入
聞
に
百
四

，

ι
十
八
万
九
千
円
、
地
箱
型
且

皿

郁
業
費
に
五
百
ニ
サ
万
三
千

胡

円
、
並
回
線
用
地
測
量
及
び

田

技
別
委
託
料
に
百
二
十
九
万

、

凶
千
円
、
引
の

F
舵
上
部
設

z

計
委
託
料
に
二
有
二
十
八
万

九
千
円
、
今
小
鹿
体
改
修
工

事
丑
ぴ
排
水
路
改
修
工
耶
に

五
百
五
万
七
千
円
、
神
丘
小
、

昨
年
改
良
が
軒
っ

た
中

一

央
線
九
百
三

+
μは
、
九

月
上
旬
に
は
舗
装
が
完
了

1 

i

世
帯
平
均
七
万
九
万
九
百
円
に

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
決
ま
る

。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

当
初
予
算
の
税
収
見
込
は
昨
年
に
比

べ
て
一
五
%
の
伸
び
率
で
計
上
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
被
保
険
者
の
負
担
を
恒

力
軽
減
す
る
た
め
、
前
年
度
繰
越
金
七

百
八
万
円
と
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な

ど
で
、
保
険
税
は
前
年
度
実
績
に
比
べ

一
O

五
%
地
に
抑
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
今
年
度
の
税
車
が
、
所

得
訓
百
分
の
四

九

三

(
前
年
の
二
O

二
%
m
)
資
産
制
百
分
の
七

0
・
七

(六
七
%
減
)
均
等
制
{
ひ
と
り
当

り
)
七
千
四
百
八
十
円

(一

四
%
哨
)

平
等
制
(
一
世
帯
当
り
)一

万
四
千
六

百
四
十
円

(一

三

五
%
期
)
に
改
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、

一
世
帯
当
り
の
平
均
税
額
は

七
万
九
千
九
百
十
二
円

(前
年
の
一
一

六
%
地
)
ひ
と
り
当
り
二
万
四
百
六

円

(前
均
の

一
二
六
%
噌
)
に
な
り

:一

。

asィ.，ま
た
、
保
険
税
の
納
期
は
'
日
，
川
、
当

肱
月
の
イ
六
日
か
ら
と
な
っ
て
い
と
の

を
、
そ
の

H
の
一
川
か
ら
納
入
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

低
所
得
者
に
対
す
る
戦
減
拙
白
も
改

美
利
河
小
教
只
住
宅
改
修
工
事
に
百
三
一

十
万
円
、
総
合
体
育
館
原
境
懸
備
工
事

に
二
百
二
十
万
円
、
テ
レ
ビ
受
信
工
事

に
六
十
七
万
九
千
円
な
ど
と
な
っ
て

い

ま
す
。
ま
た
、
濁
川
住
吉
線
仲
道
開
設

工
引
のゴ
一千
百
一ニ
イ
七
万
円
は
山
顕
基

幹
林
道
と
し
て
道
刊
山
市
中
撲
に
採
択
さ
れ

た
た
め
減
制
さ
れ
ま
し
た
~。

こ
れ
に
対
し
成
人
は
.
道
支
出
合
九

千
二
宵
三
万
二
千
川
、
町
仇
丘
千
三
十

万
円
、
町
税
千
五
百
九
十
八
万

一
千
円
、

国
庫
支
出
金
六
百
二
1
九
万
二
千
円
‘

繰
越
金
九
百
三
十
五
万
問
千
円
が
兄
込

ま
れ
ま
し
た
。

め
ら
れ
、
所
得
十
九
万
円
以
下
町
四
人

事
政
で
二
万
三
千
五
百
円
の
減
税
、
ま

た
、
イ
九
万
刊
を
組
え
る
所
得
の
場
合

は
、
事
政

一
人
ふ
え
る
ご
と
に
対
怠
所

得
が
十
凶
万
円
ず

つ
加
算
さ
れ
、
凶
人

事
肢
で
は
所
得
六

4
一
万
円
で

一
万
三

千
五
十
円
の
減
税
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
等
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

五
月
の
第
七
十
七
通
常
国
会
で
児
童

扶
持
乎
当
法
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
専

の
支
給
に
測
す
る
法
体
の
一
郎
が
改
正

さ
れ
、
本
町
卜
川
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

手
当
が
引
き

t
げ
ヨ
勺
れ
ま
す
。

児
市
扶
撞
手
当
は
、
父
母
が
姉
姻
を

解
消
し
た
児
滋
と
か
父
が
死
亡
ま
た
は

官
少
年
の
非
行
砂
防
止
し
ょ
う

が
か
ら
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

と

、

こ

と

し

も

七

月

一

日

か

ら

一

カ

な

社

会

の

動

き

か

ら

よ

ゑ

庭

や

地

域

月
間

司社
会
を
明
る
〈
す
る
運
動
』

で
の
無
感
心
H

が
ゆ
る
が
せ
に
で
き

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

な
い
大
き
な
原
悶
と
な
っ
て
い
る
こ

は
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ

一

一

と
は
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。

れ
の
毒
で
協
力
し
て
犯

一

つ

な

ぎ

あ

う

手

と

子

で

一

次
代
を
に
な
品
少
年

却
の
な
い
明
る
い
社
会
を

一

一

の
非
行
を
防
止
し
、
そ
の

築

こ

う

と

;

全

国

型

一

非

行

の

な

い

社

会

一
盟
主
育
成
を
凶
る
こ
と

述
動
で
す
。

品
近
は
、

e

e

は
、
閣
係
治
機
開
諸
問

急
激
な
社
会
経
済
の
変
動
に
伴
う
伽

体
は
も
と
よ
り
、
凶
民
す
べ
て
に
鴻

値
観
の
多
岐
化
、
情
報
の
は
ん
ら
ん

せ
ら
れ
と
武
務
で
あ
る
こ
と
を
内
北

な
ど
の
世
相
を
反
映
し
て
、
ご
く
ω

泊

し

て

、

円

分

ん

ち

の

一

鉱

山

山

や

周

凶

か

過
の
富
庇
の
世
年
に
よ
る
非
行
が
憎

ら
非
行
と
な
る
原
因
を
除
き
、
明
る

加

す

る

な

ど

、

内

容

的

に

も

従

来

か

い

住

み

よ

い

町

に

し

ま

し

ょ
う
。

ら
の
恐
抗
凶
型
企
非
行
に
加
え
て
、

集
団
万
引
や
自
動
車
等
の
窃
盗
、
暴

走
族
集
団
の
暴
力
事
犯
、
ン
ノ
ナ
I

等
有
機
溶
剤
の
晒
引
、
性
の
逸
脱
行

聞
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
遊
び
型
な
い
し

逃
避
型
の
非
行
が
附
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
ま
こ
と
に
誕
地
す
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
不
良
化
す

る
原
因
に
は
い
ろ
い
ろ
桜
雑
な
問
題

， 
山
間
挟
の
状
態
に
あ
る
児
産
を
援
育
し
て

い
る
方
に
義
務
教
育
終
了
ま
で
支
給
さ

れ
る
も
の
で
、
児
鼠

一
人
の
刷
合
、
月

制

一
万
五
千
六
百
円
か
ら

一
万
七
千
六

百
円
に
.
二
人
の
場
合
は

一
万
六
千
四

百
円
か
ら

一
万
九
千
六
百
円
に
な
り
ま

す
。特

別
児
輩
扶
養
手
当
は
、
現
在
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
降
客
の
あ
る
二
十
歳

未
満
の
児
童
の
養
育
者
に
支
給
さ
れ
、

一
組
障
害
児
一
人
に
つ
き

一
万
八
千
円

か
ら
二
万
三
百
円
に
、
ニ
級
附
告
児

一

人
に

つ
き
一

万
二
千
円
か
ら

一
万
三
千

五
百
円
に
引
き

k
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
支
給
事
件
や
詳
し
い
こ
と

は
役
場
杭
祉
諜
に
問
い
合
せ
、
ま
ど
巾

附
さ
れ
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ

い
。

…一…………M ・M ・H

図
感
謝
し
ま
す
固

@
愛
情
銀
行

(預

託

払

出
し
)

マ
由
浅
秀
夫
さ
ん
(
旭
町
)
か
ら
十
万

円
、
阿
部
幸
作
さ
ん

(東
町
)
か
ら

五
万
円
、
沼
口
光
栄
さ
ん
(
丹
羽
)

か
ら
二
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
盟
労
聞
に

マ
町
内
の

一
住
民
か
ら
五
千
円
、
上
村

益
太
郎
さ
ん

(末
広
町
)
か
ら
ト
ド

松
の
山
本
三
百
本
を
光
の
虫
学
聞
に

マ
梨
山
幸
雄
さ
ん

(東
町
)
か
ら
五
万

門
を
町
社
協
の
巡
営
資
金
に

守
今
世
阿
建
設
協
会
(庄
司
定
見
合
長
)

か
ら
五
十
年
度
剰
余
金
の
中
か
ら
十

万
円
を
光
の
里
山
平
閣
と
盟
舟
聞
に
そ

れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
と
。

六
百
八
十
二
万
三
千
円
に
な
り
ま
し
FM。

O
意

見
六
銭
円
H

か
ら
出
さ
れ
た
「
自
治
体
病

院
の
財
政
対
策
し
に
関
す
る
要
望
意
見

舎
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈〉請

願

農
協
、
農
民
連
盟
か
ら
五
十

一
年
産

米
の
政
府
口
入
価
格
を
正
昧
六

O
Jす

当
り
二
万
百
二
十
円
以
上
と
す
る
こ
と
、

米
の
日
人
制
限
の
撤
廃
、
外
国
産
変
の

輸
入
削
減
、
米
飯
学
校
給
食
の
施
設
、

迎
岱
貨
助
成
の
拡
充
な
ど
未
報
政
策
の

服
立
に

つ
い
て
の
訓
願
が
探
択
さ
れ
、

町
議
会
か
ら
附
係
機
関
に
対
し
嬰
盟
意

見
古
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

。
工
事
鴎
負
契
約
の
締
結

住
吉
生
活
改
普
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
が
承
認
さ
れ
、
工

事
費
千
三
一
百
七
十
七
万
円
で
五
十

一
年

十
円
三
十
日
ま
で
に
完
成
し
ま
す
。

[ 2 ) 

五/

千
九
百
万
円
の
黒
字

昭
和
印
年
度
の
決
算
状
況

明
和
五

1
年
度
の
各
会
計
は
五
川

三
十

一
日
出
納
閉
鎖
さ
れ
‘
そ
の
あ

ら
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
回
会
計
の
歳
入
総

額
は
二
十
六
億
五
千
三
百
四
十
万
五

千
円
、
歳
出
総
額
は
二
十
五
億
九
千

三
百
八
十
五
万
七
千
円
、
差
し
引
き

五
千
九

G
五
十
四
万
八
干
円
の
残
。

こ
の
う
色
、
千
七
百
五
十
万
二
千
円

を
器
官
繰
り
入
れ
と
し
、
間
千
二
行

問
万
八
千
川
を

ι
1
一
年
度
に
繰
り

錯
し
ま
し
た
。

合
計
別
決
算
は
次
の
と
お
り
。

古

一
般

会

計

政

人
十
八
位
九
千

三
百
二
十
万
八
千
円
、
議
出
十
八
億

七
千
三
百
八
十
五
万
二
千
円
(
繰
越

九
百
三
十
五
万
四
千
円
)

合
国
保
事
業
勘
定

歳
入
二
億
九

千
五
百
八
」
二
万
五
千
円
、
歳
出
二

億
八
千
百
五
十
三
万
五
千
円
(
繰
越

七
百
八
万
円
)

古
田
保
施
股
勘
定

収
入
四
億
三

千
八
百
六
十
二
万
四
千
円
、
支
出
凹

位
千
三
百
二
十
八
万
九
千
円

(繰
越

二
千
五
百
三
十
三
万
五
千
円
)

古
簡
易
水
道
会
計

法
入
二
千
五

百
七
十
五
万
八
千
円
、
歳
出
二
千
五

百
十
八
万

一
千
円

(繰
越
二
十
七
万

七
千
円
)

[ 3 ) 



自転車公園オープン

N、 7

ここなら安全みんなの広場

(今小 5年=藤沢秀樹君の棋，110

家族連れ400人が楽しむ

昨
司
の
五
円
、
自
転
車
に
最
っ
て
蛤

禍
の
犠
牲
と
な
っ
た

A
L阜
市
街
地
の
藤

村
盟
ち
ゃ
ん
(
六
議
)
の
尊
い
教
訓
を

き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
自
転
車
公
園
が

五
月
三
十
日
、
子
ど
も
た
ち
の
期
待
を

あ
つ
め
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
噌
加
す
る
自
動
車
の

輪
禍
の
波
に
よ
っ
て
、
小
学
生
の
楽
し

み
で
あ
る
自
転
車
の
り
を
市
街
地
か
ら

追
い
や

っ
て
し
ま
い
、
い
ま
だ
に
市
街

地
の
自
転
車
車
り
人
れ
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
状
態
で
「
な
ん
と
か
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
遊
べ
る
広
喝
を
」

1
と
市

街
地
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
こ
と
え
て

町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会

(会
長

河
端
町
長
)
が
今
金
崎
下
流
の
河
川
敷

川
一

地
八
J
を
借
り
受
け
、
百
八

?
υ

十
万
円
を
か
け
て
自
転
車
コ

、

一

l
ス
と
花
境
を
造
っ
た
も
の

も

で
、
昨
年
十
一
円
末
完
成
し

今
日
の
公
国
聞
き
を
楽
し
み

「

に
待

っ
て

り
た
も
の
で
す
。

自
転
車
公
閣
内
に
は
、
五

~

百
五
十
日
の
外
周
コ

1
ス
と

f

a

内
面
コ

ス

百

四
十
日
に

S

型
や
酬
い
辺
帽
の
訓
練
コ

l

a

一
ヤ

ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

e

‘
ー
ま
た
、
色
と
り
ど
り
の
タ
イ

6

4

4
阪・

ャ
を
並
べ
た
十

一
カ
所
の
花

;
:
i
 

綱

、

¥
A

壇
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
会
や

‘

i
 

4

2

4
e
J

・
団
体
が
維
持
管
理
を
受
け
持

一
?
?一-x嵐

に
旧
民
議

自
由
に
訓
練
コ
ー
ス
で
自

門

2炉
、
悲

転
車
を
乗
り
回
す
子
供
た
ち

、副

1) 

国
縫
陸
橋
近
く
の
国
道
交
差
点

さあ乗ろう

晶ダ ミ:-4帝 人

感
応
式
の
信
号
機
に
注
意

同
道
二
七
七
号
線
と
五
号
線
が
交
差

す
る
交
差
点
で
、
今
春
新
設
さ
れ
ま
し

た
陸
橋
近
く
の
交
通
信
号
機
や
一
方
通

行
の
区
分
が
、
ま
だ
十
分
皐
知
し
て
い

な
い
運
転
者
が
多
い
の
で
、
次
の
図
解

に
よ
り
信
号
機
の
見
方
と
一
方
通
行
の

進
行
方
法
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

V
国
道
二
七
七
号
線
か
ら
五
号
線
へ
出

る
場
合

(
図
解
@
と
@
)

@
左
折
は
、
信
号
機
A

(黄
占
減
)
よ

り
徐
行
し
て
一
昨
左
側
の
道
路
を
進

行
し
、

E
打
線
の
直
進
山
中
(
彼
方
市
中
)

が
あ
る
と
き
は
、

一
旦
停
止
し
、
そ

の
後
進
行
し
ま
す
。

@
右
折
は
、
二
七
七
号
線
の
中
央
分
雌

出
の
左
側
の
道
路
を
進
行
し
、
停
止

新
規
格
の
軽
四
輪
車
は
限

定
さ
れ
な
い
免
許
が
必
要

昭
和
五
十

一
年
か
ら
軽
四
輪
車
の
排

ガ
ス
‘
安
全
対
策
的
関
係
か
ら
、
拙
気

拡
が
三
六
O
白
か
ら
五
五

O
叫
に
、
車

の
長
さ
が
三
H
M
か
ら
三

二
O
M
に
、

制
が

一
・
三
O
れ
か
ら

一

凶
O
M
に

変
更
さ
れ
、
新
胤
怖
の
軽
四
給
市
中
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
軽
四
輪
は
、
審
査
未
済
の
判

通
免
許
で
運
転
で
き
ま
し
た
が
、
新
規

線
で
止
ま
り
ま
す
。
正
面
の
信
号
機

C
が
背
に
な
っ
て
か
ら
右
折
し
ま
す
。

@
こ
こ
の
交
通
信
号
機
は
、
感
応
式

と
い
っ
て
国
道
二
七
七
号
線
か
ら
五

号
線
函
館
方
向
へ
右
折
す
る
市
中
輔
が

交
差
占
'
に
接
近
す
る
と
、
信
号
機
が

自
動
的
に
習
に
変
り
ま
す
。
こ
れ
と

反
対
に
五
号
線
を
通
る
車
酬
に
吋
し

て
の
信
号
は
払
川
時
間
H

に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
感
応
絡
が
作
動
す
る
停
止

線
ま
で
進
行
す
る
こ
と
が
必
要
?
す
。

V
国
道
五
号
線
か
ら
ニ
七
七
号
線
に
入

る
場
合

(図
解
の
と

@
)

。
長
万
部
方
向
か
ら
右
折
す
る
と
き

は
、
信
号
機

E
が
苛
の
時
進
行
し
、

前
方
か
ら
直
進
す
る
車
に
注
意
し
て

格
の
軽
四
輪
車
は
限
定
さ
れ
て
い
な
い

普
通
免
併
で
な
い
と
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

町
内
に
は
、
限
定
普
通
免
許
の
方
が

多
酎
お
り
ま
す
が
、
限
定
解
除
を
す
る

た
め
に
は
公
安
委
日
会
が
実
胞
す
る
技

能
事
査

(
干
科
免
除
)
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
験
的
申
前
ゃ
く
わ

し
い
こ
と
は
北
桧
山
普
察
者
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

Hm白
バ
イ
ク
で
も
ヘ
ル
メ
y
ト
を

昨
年
の
七
月
か
ら
自
動
二
拍
車

(
日

なご剥周〈ださいミ

『交通遺児等の育成資金』

全国に設置されている自動車*

故村椛セノターでは、自 rr~J Ill事故

的発生を防止するために向動車逆

転者の適性診断と運行管理者の指

導 J再習を行ったり、自町j車事故

の被~e-者で生活に困っておられる

方へ生活資金の貸付などを行って

おります。そのうちの「交通遺児

等貸付Jについてお知らせします。

ロ世付を畳けられる方

交通遺児または自動車'J'放に

より重度後遺障害が残った方の

干却で、。歳から中学校を卒業

寸るまで貰付します。

ロ貸付金額遺児 l人ごとに、は

じめに一時金として 8万円、育

成資金として月額7千円、中学

卒業後高校、大￥:専に進学す

る場合は、卒業するまでお待ち

します。利子は無利子です。

ロ貸付が終ってから 6カ月又は l

年まで鋸置、以後20年以内の均

等払い。(年賦、半年賦、円賦の

いずれかを撰択できます。)

ロ貸付申込は自動車'Jl放対策セン

タ函館主所 (電55-1731"/1'>)か

役場町民諜交通安全係へ。

ち
、
四
月
に
桧
山
比
一
仙
の
段
提
科
か
ら

則一
』つ
れ
た
パ
ノ
ジ

な

ど

の
“日中山化
を
A
7

金
婦
人
会
の
応
般
で
制
え
ら
れ
、
す
ば

ら
し
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
公
凶
聞
き
は
、
日

叩
附
日
の
陥
光
を
梨
し
む
軍
政
辿
れ
や
チ

ピ
y
コ
た
ち
四
百
人
が
参
加
。
盟
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
町
長
へ
花
束
が
贈

ら
れ
た
あ
と
、
公
悶
内
の
交
通
安
全
標

語
入
選
児
童
を
表
彰
し
、
テ
ー
プ
カ
y

ト
。
早
速
コ
ス
に
采
り
出
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
自
転
車
の
早
来
り
、
遅
A
m

り
競
走
や
各
組
コ
ス
の
テ
ス
ト
に
元

気
い
っ
ぱ
い
に
挑
戦
。
ま
た
、
こ
の

u

は
教
委
主
加
の
町
民
サ
イ
ク
リ
ノ
グ
の

一
一
同
が
北
桧
山
へ
向
う
途
中
で
公
聞
に

立
ち
寄
り
、
羽
快
h
u
ペ
ダ
ル
さ
ば
き
で

外
周
コ
l
ス
を

一
周
、
観
衆
の
拍
手
に

送
ら
れ
て
浮
品
へ
と
出
発
す
る
な
ど、

自
転
車
の
楽
団
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
公
闘
聞
き
で
し
た
。

@
交
通
ル

l
ル
み
ん
な
で
宇
ぽ
う
自
転

車
公
園

(今
中
一
年
加
雌
政
志
)

右
折
し
、
中
央
分
離
惜
の
左
側
の
道

路
へ
進
行
し
ま
す
。

@
閉
館
方
而
か
ら
左
折
す
る
と
き
は

一
昨
左
側
の
道
路

へ
進
行
し
ま
す
。

⑪
国
鉄
踏
切
を
通
過
す
る
旧
国
道
二

七
七
号
線
は
、
六
月
十
五
日
よ
り

k

型
車
の
通
行
が
禁
止
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

目
以
上
)
を
運
転
し
た
り
、
同
乗
す
る

人
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ァ
卜
会
省
閉
し
な

け
れ
ば
違
反
と
な
り
道
路
交
通
法
で
義

務
ず
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
事

政
実
例
で
は
回
目
以
下
の
パ
イ
ク
で
ヘ

ル
メ

y
ト
会
泊
用
し
て
い
な
い
た
め
の

死
亡
郡
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

叩
∞
以
下
の
パ
イ
ク

(原
動
機
付
向

転
車
)
は
、
法
に
は
組
制
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
身
の
安
全
の
為
に
、
ぜ
ひ
ヘ
ル

メ
y
ー
を
活
用
し
で
訓
唱
和
す
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

@

/
 

一
フ
修

一同一
咽
明
一

ぷ

/

一府

国
「

l
L
K
/〆
@

吋一円
劃
』
市

の
)部

¥

¥

1
1

ヘ
主
@

公
悶
を
美
し
く
し
よ
う

「
み
ん
♀
の
花
附
叫
が
作
品
と
ら
け
、
ゎ
ー

し
ら
の
手
で
平
取
り
し
よ
う
」
と
今
金

老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
た
ち
三
!
人

が
、
六
月
二
十
円
歩
け
歩
け
巡
動
を
兼

ね
て
受
け
持
ち
の
花
担
の
手
入
れ
を
し

た
あ
と
、
雑
草
で
生
い
茂
る
町
内
会
の

各
花
壇
も
整
備
、
「
こ
れ
で
公
園
を
訪
れ

る
人
の
憩
い
の
場
に
寺
る
で
し
ょ
う
」

と
楽
し
そ
う
に
花
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

'ilG) 至函館

気軽な服装で参加を

とき/8月14日町民センター

対象者/昭和31年 1月16日から

昭和32年 1月15日まで

に生まれた人

産業まつり
とき/8月 1 4日 ~16日

主催/今金町産業まつり振興会

催し/千人おどり、仮装力一、

自衛隊音楽演奏会、パレ

ード、親馬競技、愛犬展
~"".6. 
5毛=

第 6回円一
市戸、 立

国鉄

会函館方面に右折する場ぎ

前方の信号機Cが体でもその

まま徐行し、感応措の下を通過

して停止線で止まる。(感応器を通

過したと同時に信号機C.D.Eは

背から賞に変り 2-3秒後Cは1!lに.

D.Eは赤になる )Cが習に変ったら右

折進行する。この際①自動二給車等車体の小

さい車は中央の感応器の其下を通過すること

に注意②感応器は迎続して反応は Lない、 1
回作動し信号に変化を生じさせたら 定の時

間を経て、また作動する。

(4 ) 

成人祭第28回
国道277号線

( 5 ) 



一一一
国
民
年
金
の
財
政
再
計
算
期
を
迎
え

注
目
を
集
め
て
い
た
給
付
額
帯
の
引
き

上
げ
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
も
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{拠
出
年
金
関
係
]

マ
年
金
額
の
引
き
上
げ

老
齢
年
金
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
納

付
ず
み
期
間

一
月
に
つ
き
計
算
単
価
が

八
百
円
で
あ
る
の
を
千
三
百
円
に
引
き

上
げ
、
保
険
料
納
付
ず
み
期
間
お
年
の

場
合
の
年
金
額
が
二
十
四
万
円
か
ら
三

十
九
万
円
(
月
額
三
万
二
千
五
百
円
)

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
民
年
金
制
度
が
ス
タ
l

}
し
た
の
は

昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
な
の
で
、
お

年
間
加
入
者
は
昭
和
六
十
一
年
に
な
ら

年
齢
年
金
、

十
年
で
月
一

-老

. 'l'i 

改善内容(円額)

28.3∞→32.5回

17.687→ 20.500 

13.。叩→15.0凹

35.375→41.250 

28.3叩→33.0∞
28.3∞-33.0∞ 
17.。∞→23.0凹

類

金 (25年)

(10年)

( 5年)

金(1級)

( 2級)

・母子準母子遺児年金

・死亡 一 時金

極の

年

年

金

齢

省主
回

年

日
%
ア
ツ

プ

一
万
五
百
円
に

な
い
と
受
給
者
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
経
過
的
な
老
齢
年
金
の
額

に
つ
い
て
の
特
例
と
し
て
、
十
年
年
金

等
被
保
険
者
期
間
が
お
年
未
満
で
支
給

さ
れ
る
経
過
的
主
老
齢
年
金
の
額
の
加

算
に

つ
い
て
、
一
月
に
つ
き
さ
一
百
円
で

あ
る
の
を
五
百
円
に
引
き
上
げ
、
十
年

年
金
の
年
金
額
が
十
五
万
円
か
ら
二
十

四
万
六
千
円
に
、
五
年
年
金
が
十
五
万

六
千
円
か
一
勺
十
八
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
母
子
年
金
等
の
加
算
知
は
加

算
第

一
干
に
限
り
八
百
円
か
ら
-
一
千
円

に
改
普
さ
れ
ま
し
た
。

死
亡
一
時
金
も
ア

y
プ

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
三
年
以
上

あ
っ
て
、
年
金
を
受
け
る
前
に
死
亡
し

た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
死
亡
一
時
金
は

現
在
、

三
一
年
以
上
十
五
年
未
満
が
一
万

七
千
円
、
十
五
年
以
上
二
十
年
未
満
が

二
万

一
千

円

の

一一
本
立
て
で
し
た
が

こ
れ
を

一
本
化
す
る
と
同
時
に
、

一二
年

以
上
二
十
年
未
満
で
二
万
三
千
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
保
険
料
額
の
引
き
上
げ

定
品
開
保
険
料
は
本
年
四
円
か
ら
千
四

百
円
で
す
が
、
五
十
二
年
四
月
分
か
ら

月
額
二
千
二
百
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

附
加
分
は
現
行
の
四
百
円
で
す
。

1) 

町民一人ひとりが自分の生活を

兄直し、むだを古いて r生活の合

理化」をはかろうと昭和49年 4円

からスタートした今金町生活改普

運動は、みなさんのご協力により

大き主成果をあげてありますが、

8月17日、昭和51年度の総合にお

いて冠婚葬祭の簡繁化として止の

ような取り決めを行いましたので

みなさんのご協力をお願いします。

生活改善だより[福
祉
年
金
〕

マ
年
金
額
の
引

書
よ
げ
は
、

下
表
の
と
お
り

で
、
こ
と
し
十

円
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。

マ
所
得
制
限
の

緩
和

受
給
権
者
本

人
に
所
得
が
あ

る
場
合
、
老
齢
、

障
害
者
の
収
入

限
度
額
は
夫
婦
で
百
二
十
万
円
か
ら
百

五
十
三
万
円
に
、
母
子
は
二
百
六
十
七

万
円
か
ら
二
百
九
十
六
万
円
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
扶
養
義
務
者
、
配
偶
者
の

収
入
限
度
額
は
、
扶
養
親
族
五
人
の
場

合
、
現
行
の
ま
ま
据
え
訟
き
で
、
実
施

は
本
年
五
円
か
ら
で
す
。

公
的
年
金
の
併
給
制
限
は
二
十
四
万

円
か
ら
二
十
八
万
円
に
緩
和
さ
れ
、
本

年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

改善内容(円傾)

12即日→13.5∞
18.即日→20.3曲
12.000→ 13.5凹
15.6回→17.6∞

-老齢福祉年金

・障害福祉年金 (1級)
( 2級)

・母子・準母子補祉年金

類干彊σ) 金年

準額以上の方に 6月中旬に通知 L

ました。なお、本年 6円30日現在

の状況で本年分の所得を見積ると

前年分より少♀くなると見込まれ

るときは、予定納税額の減額*認

の申請(開l限 7月15EI )をするこ

とができますので、八雲税務岩に

ご相談ください。

-北方地域元居住者の動態調査

j且て。1"、領土復帰対策および元

居住者の扱護対策上の基礎資料と

するため、元居住者の実態調査を

行っています。

調査の吋卑は、昭和28年8月15
日現在、歯舞群島色丹島、国後

品、択捉自の各品に生活の本拠が

あった方およびその家族です。

対皐者には、直接調査111を郵送

し提出方をお願い Lていますが

移転先住所が不明のために返戻さ

れるもの.また、引揚後の住所が

転々として全く不明で調査裂の郵

送不能なものなどがあり、現在の

ところ調査511を拠出された方は、

全体の70%で十目 。
この調査は、毎年継続して行い

元居住者の実態をは怪Lて完全な

基礎資料を作成するものですから

調査票の屈かない吋皐者や未提出

の方は、御協力をあ岬1Iいします。

詳細は、道庁領土復帰北方漁業

吋策本部又は社団法人千島歯舞諸

島居住者連~~t本部および役場福祉

課にお問い合せください。

b融資金額 l企業7日日万円以内

b資金使途運転資金

b融資問nn 1年以内

b融資利率 各金融機関の利率

b担 保原則として必要

b詳 Lいことは役場商工観光課か

商工会、取扱金融機関へ。

.障害年金の受給者は現況屈を

昨年 7月15日以前より厚生年金

および船員保険の障害年金を畳け

ている方は、7円15日までに現況

問を拠出しましょう。これは、年

金を受けている方が引き続き年金

を畳ける権利があるかを確認する

ためです 。これらの方には、社会

保険庁から用紙をお送りしていま

すので説明舎をよ〈読んで必要事

項を記入してください。

-水道の契約水量変更は申し出を

月の水道使用料金は前年度の平

均使用料金を概算払いとして毎月

納入 Lていただいておりますが、

今年も 5月末でメーターの検針を

行い過不足を精算いたしますので、

とくに超過料金の多い方は月の契

約水止を変更するよう水道係まで

申 L出ください。

ご贈答に、お出かけに

たばこは必ず町内で買いましょう

( Al:j和田年度分の脚Iたばこ消費税

は20.473千円、たばこ2日本で16円
91銭の消費税が今金町に入ります)

.所得税第 1期分の納税は

7月31固まで

所得税は、第 1J明 (7月)筋 2

矧 (11円)第 3悶(3月)に分け

て納税することにな っでおり 、こ

のうち第 l期 第 2J明分と Lて納

める税額については前年分の納税

制を基に税務署で計算し、一定基

.町道回代線の田代橋が交通止め

団代線の田代橋が延長工'Jlのた

め昭和51年10月末まで通り抜け出

来ませんので、廻り路と Lで今金

橋をご利用ください。とくに、通

学生にご不便をおかけしますので

主兄の方々のご協力をお願いいた

します。

圃中小企華町 εお量金融とを融資

道信用保証協会では、中小商工

業者に対して ξお盆金融との申 L

込みを受け付けています。

申し込み先は町内の金融機関で

8月10日までです。

惨婚礼被露宴会について

招待者の範阻は親せき、友人、

親交のある方々にとどめ事持者的

人数を 200人以内に制限し、全世

も 2.5∞円以内とし、赤飯や引き

物を出さ♀いようにする。また、

披館宴での祝辞なども宴告の告い

聞に行うなど、式;kZ高の方法など

を改普し て2時間JI以内で終らせる。

愛の血液助け合い運動

;記

~

最
近
は
外
科
手
術
の
進
歩
に
よ
っ
て

一
多
数
の
人
命
が
収
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

…
こ
の
か
げ
に
は
輸
血
用
保
存
血
液
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

血
液
は
、
科

干
の
進
歩
し
た
現
在
で

一
も
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

本
道
で
は
、
交
通
事
故
、
労
務
災
害

一
を
は
じ
め
、
癌
、
心
疾
忠
な
ど
に
使
わ

れ
る
保
存
血
液
の
訟
は
、
年
間
約
四
万

8
月
ロ
日
に

ひ
ま
わ
り
号
が
来
町

制由

夏
休
み
の
家
庭
学
習

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い
夏

休
み
が
目
の
前
に
き
て
い
る
が
、
夏
休

み
の
家
庭
学
科
は
、
い
ま
ま
で
身
に
つ

け
て
き
た

》
習
の
習
慣
を
長
い
休
み
の

た
め
に
、
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

と
い
う
配
ほ
か
ら
、
効
果
的
に
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

マ
自
主
的
に
計
画
さ
せ
る

N

勉
強
を
い
つ
す
る
か
H

H

ど
の
く

ら
い
の
時
間
を
す
る
か
H

と
い
う
計
画

を
立
て
さ
せ
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
時

間
割
り
を
つ
く
ら
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

マ
勉
強
時
聞
を
協
定
さ
せ
た
い

勉
強
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
と
こ
ろ

へ
、
近
所
の
友
だ
ち
が
遊
び
に
き
た
り
、

水
坤
な
ど
に
誘
っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ

こ
そ
気
が
散
つ
で
勉
強
に
身
が
入
ら
な

く
な
る
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
子
ど

も
同
志
が
相
談
し
て
、
勉
強
の
時
間
帯

砂お祝、見舞、香典の袋を採用

のし袋の裏面に Vお返 LO)心づ

かいはいりませんA などのZ吾旬を

入れて印船し、 一枚 5円程度で頒

布することにより、議礼を廃しま

ごころだけを贈る運動を推進する。

砂葬儀祭横費用の段階別貸出

祭倒的費用について般企限度の

他用項目を確認して、 4段階に区

別した金額を公聾する。

(6 1 

八
千
リ
y
ト
ル
で
あ
り
、
年
々
急
激
に

地
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
訟

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
年
間
約
二
十

八
万
人
の
方
々
の
協
力
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

例
年
、
特
に
盛
夏
期
に
は
、
血
液
が

非
常
に
不
足
し
ま
す
の
で
、
七
月
一

日

か
ら
三
十
日
ま
で
の

一
カ
円
問
、
全
国

一
斉
に

「
霊
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
金
町
に
は
八
月
十
二
日
に
移
動
採

血
市
中

『
ひ
ま
わ
り
号
』
が
来
町
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
献
血
者
の

普
芯
に
報
い
る
た
め
、
血
液
代
金
の
無

料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
も
れ
な

く
申
制
し
て
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
心
が
け
、
献
血

に
進
ん
で
協
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
万

一
輸
血
の
必
控
な
時
な
ど
の
ご
相
談
は

血
液
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
役
場
、
病

院
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

を

一
定
し
て
お
き
、
そ
の
時
間
は
お
互

に
訪
問
中
遊
び
へ
の
誘
い
か
け
を
、
遠

慮
す
る
よ
う
に
決
め
て
お
く
と
よ
い
。

マ
勉
強
の
結
果
を
見
て
や
る

子
ど
も
が
勉
強
を
す
ま
せ
た
ら
、
親

は
で
き
る
だ
け
そ
の
結
果
を
児
て
や
り

励
ま
し
ゃ
賞
詞
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
場
合
必
ず
し
も
答
え
の
誤
り
を
指

摘
し
て
指
導
す
る
必
要
は
な
い
し
、
ま

た
、
む
ず
か
し
く
て
指
却
で
き
な
い
と

し
て
も
、
決
し
て
た
め
ら
う
必
要
も
な

い
と
思
う
。
(
そ
れ
は
先
生
の
役
目
)

裂
は
、
子
ど
も
が
計
画
ど
お
り
、
熱

心
に
勉
強
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
ほ
め
、
あ
る
い
は
た
し
な
め

て
、
勉
強
の
喜
び
と
意
欲
を
も
た
せ
て

や
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

マ
長
編
も
の
の
読
破
を
さ
せ
た
い

立
体
み
中
に
年
令
相
応
の
長
編
名
作

読
み
物
を
与
え
て
、
読
破
さ
せ
る
よ
う

な
試
み
を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
、
校
舎
の
感

想
な
ど
に
つ
い
て
親
子
が
話
し
合
う
の

も
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

(神
丘
小

平
校
長
)

7月の休日当番医〉

官⑤5321

官②0324

[7) 

〉
7月の保健日程は、次のとお

り町民センターで行います。

お気軽にご利用ください。

砂妊産婦検診~ 9 日 午後 l時
30分-3時

砂胃腸病 (がん)検診~ 12 、 13 、

14日午前5時四分から受付し

ます。

砂 般健康相談~ 14日午後 1

時30分-3時

(毎月定期に胤圧を計りましょう)

砂乳幼児健康相談~23 日 午後

11時30分-3時

保健コーナー

E④5321 

11日
北桧山町国保病院

18日
今金町

25日
北桧山町国保病院

富田医院



最
近
は
、
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
農
薬

が
附
発
さ
れ
、
そ
の
安
全
な
使
い
方
と

危
被
害
の
防
止
に
つ
い
て
呼
び
か
け
て

お
り
ま
す
が
、
薬
害
や
中
毒
な
ど
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
薬
の
使
用

に
あ
た
っ
て
は
毒
性
を
よ
く
理
解
し
、

十
分
注
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

毒
性
の
強
い
も
の
や
危
険
性
の
あ
る

も
の
は

『毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
』
に

よ
っ
て
、
こ
れ
を
販
売
す
る
と
き
は
、

間

一

同
月

一
一動

一

一
運

一
止防室

同

一

一
危

一

一
薬

一

一
農

一

5月1日-8月31日

…Hう
人
の
住
所
、
氏
名
、
使
用
目
的
を

確
認
し
て
線
畳
印
を
押
さ
せ
る
こ
と
に

主
っ
て
お
り
、
口

っ
た
あ
と
の
保
管
に

つ
い
て
は
、
盗
ま
れ
た
り
紛
央
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
鎚
を
か
け
る
な
ど
、

『寸

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

。

万

一
路
雌
に
会
っ
と
り
紛
失
し
と
と

き
に
は
、
必
ず
、
普
祭
器
へ
届
出
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
.
次
の
こ
と
を
守
り
、
農
薬
を

正
し
く
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

固

定

資

産

税

〈
二
期
〉

国
民
健
康
保
険
税
〈
一
期
〉

七
月
三
十
一
日
ま
で

圃
函
館
陸
上
自
衛
隊
が
労
力
奉
仕

陸
上
臼
術
隊
第
二
十
八
暫
通
科
連
隊
第
四

中
隊
の

一
行
ヒ
十
冗
人
が
移
動
訓
練
を
輩
ね

て
六
川
卜
七
日
来
町
。
自
転
車
公
閣
の
雑
草

刈
と
今
金
小
百
合
保
山
川
凶
の
広
州
帽
を
盤
地

(

写
其
)
す
る
な
ど
労
力
春
日
に
汗
を
流
し
た
。

、版 。》執怪人
前円に
比べて

9，538 (+13) 

4，701 (+ 6) 

4，837 (+ 7) 

2，699 (+ 6) 

(f~ 月山現在の)
住民基本台帳人口

欄間
塾
民
葉
乃
寂
没
、
け
ま
慎
重
一
ー』
1

J
2
2
4
{
]
-
e『

可

d
-
-

o
、

守
政
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
必
ず
ゴ

ム
手
袋
、
マ
ス
ク
な
ど
を
し
、
服
装

を
髭
え
、
農
薬
の
取
吸
い
は
似
毘
に

行
い
、
身
体
の
恐
い
人
、
苦
し
く
疲

労
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
散
布
作
業

に
従
事
し
な
い
。

マ
散
布
作
業
は
、
日
中
の
炎
天
時
を
さ

け
、
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
を
選
ぴ
、

一一
ー
さ一
時
間
で
交
替
す
る
。

マ
作
業
時
は
、
手
足
は
も
ち
ろ
ん
、
全

身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
作
業
期

間
中
は
、
衣
服
を
毎

n取
り
伴
え
る
。

守
作
業
後
は
、
酒
を
飲
ん
ど
り
、
夜
ふ

か
し
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

マ
作
諜
後
、
め
ま
い
が
し
た
り
、
頭
山
叩

が
し
た
り
、
気
分
が
告
し
で
も
悲
〈

な
っ
た
と
き
は
、
医
師
の
診
断
を
受

け
る
。

マ
使
用
後
の
空
び
人
、
空
袋
な
ど
は
、

地
下
水
ま
た
は
河
川
水
を
汚
染
し
た

り
、
そ
の
他
保
健
衛
生
上
の
危
被
害

が
生
ず
る
お
そ
れ
の
辛
い
よ
う
適
切

に
処
分
し
、
み
だ
り
に
放
切
出
し
た
り

河
川
に
拾
で
た
り
し
な
い
。

口

相
m
H
U

升
M
A

人

世

間

M
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

雌
品
川
虫
志

(川崎

三
引
)
稲

穂

錨

地

功

(他

長

児

)
市
栄
町

渋

沢

洞

窟

(孝

一

長
男
)
末
広
町

雌
hu美
矧
チ

(誠
二

二

女
)
市
栄
町

桶

椅

介

(立
雄
長
川
町
)
八
時
町

杉
内

n巾人
(浩
二

ニ

m
力
)
曙

町

珪
tr 

=広根ー

トヒ九クス

( 8 ) 

伊

藤

由

記

(

博

二

女

)

尚

工

団

川
崎
嘉
之
(
正
美
長
引
)
栄

町

鈴
木
康
之
(
正
七
郎

二
男
)
時
町

小
西
美
奈
(
治
則

二
女
)
御

影

伊
藤
ひ
で
み

(秀

一

長
女
)
金
原

湾

口

克

彦

(忠
克

二
割
)
八

束

吉

本

辰

也

(舘

失

長

引

)
鈴

間

以

宮

由

江

(
一
三

長
女
)
中

旦

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

凶

出

掛

夫

H
桜
判
美
代
子

九品川開

三
附
H
辻

比

奈

子

船

田

尤

一
H
H
中
込
〈
に
江

鈴

木

良

H
m
m
肝

敏

子

町

河

進

H
小
沼
美
代
子

山

崎

嗣

夫

H
殖

地

雅

子

-
国
道
の
普
通
改
修
工
事
が
車
ピ
y
テ

今
金
市
街
地
的
凶
泊
二
七
七
号
の
酔

泊
改
修
工
事
が
、
九
月
町
お
祭
り
ま
で

に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
忽
ピ
y
チ
、
同
年

は
北
川
が
完
了
今
年
は
屯
話
局
，
山
か

」
り
明
治
乳
業
前
ま
で
何
千
二
百
じ
を
基

礎
か

」
り
や
り
直
し
、
4

少
道
と
車
道
的
機

絞
ら
ゆ
る
や
か
な
斜
而
に
切
り
替
え
る

の
で
子
供
や
自
転
車
も
楽
に
通
れ
ま
す
。

旭神鈴 J-， 尚日'~
府l工 奨

仰I丘阿川間川「

北
海
道
今
金
町
往
時
長
/
企
画
課
広
報
保

早

坂

幸

男
H

板

間

栄

子

稲

穂

大

平

政

三一HH八
重

樫

喜

美

日

進

羽

土

康

秀
H

山
内
美
砲
子
大
和
町

圏
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

小

田

品

ン

ゲ

八

十

歳

出

美

町

伊

藤

博

義

七

十

三
歳

花

石

河

内

削

や

す

の

七

十

八

歳

白

石

水

木

ナ

リ

七

十

五

議

明

町

奥

田

カ

代

六

十

九

厳

樋

川

西

館

テ

ン

五

イ

六

歳

鶴

川

利

凶

佐

市

七

十

五

歳

八

束

新

居

マ

サ

ノ

八

十

三
歳

金

原

松
浦

一
二

七

十

九

段

樋

川

佐

々

木

稲

松

四

十

五

歳

極

川

(五
月
分
)

印
刷
/
鞠
長
門
出
臨
社

日
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